










要約:遺伝性疾患の発症予防という観点から,昭和63年2月に出生前診断の現状等に関する

調査を,わが国の全医育機関の産婦人科,小児科を中心とする総計 550 施設を対象として実

施したが,425 施設から回答が寄せられた。調査結果によると,出生前診断を実施している

のは 88 施設であり,実施予定が 31 施設であった。88 施設のうち羊水診断が 84 施設と最も

多く,そして絨毛診断,胎児採血がそれぞれ 10施設であった。本調査から出生前診断の普遍

化と手技の高度化が進んでいることが明らかにされた。 


